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今 日ヨ ハ ネ黙示録を読むため に

今 日ヨ ハ ネ黙示録を読むため に
（1）

中　野 実

ヨ ハ ネ黙示録の 魅力 ？

　ヨ ハ ネ黙 示録は
， 聖書正典 内 におけ る配 列 とい う視点か ら見 る と，非常に重

要な位置を占めて い る
。 す なわ ち ，

キ リス ト教の 正 典 を締め く くる役割 を与 え

られ た文書で あ る 。 （旧約 ， 新約 とい う二 つ の 部分 を含む）キ リス ト教の 正 典

の 物語は
， 天地創造 に つ い て 語 る創世記で始 ま り， 新 しい 創造 に つ い て 語 る ヨ

ハ ネ黙示録で締 め くくられ る。 換言すれ ば
， 天 地創造 の は じめか ら計画 され

，

また成就 され つ つ ある神の 目的が ，
ヨ ハ ネ黙示録 におい て 完成する 。

　 その よ うに 重要 な正 典的な位置 を占め て い る に もか か わ らず ， 同時 に キ リス

ト教史の 中で 常 に 疑 問視 され て きた 書物が ヨ ハ ネ黙示録 で あ る 。
ヨ ハ ネ黙示録

は
， 驚異 的なほ ど に イ メ

ー
ジ豊か な文学作品で あ る 。 視覚的想像力 を刺激す る

数多くの イメ ー ジや謎め い た象徴で 満ち て い る 。 もちろ ん
， そ れ らは 混沌 と し

た状 態で そ こ に あ るの で は な く，

一 つ の 象徴世界を作 り出す ため に ， また明確

な神学 的 主張 をす る た め に ， それ らは入念 な仕方で 用い られ て い る 。 しか し
，

その よ うな ヨ ハ ネ黙示録の 難解 さ
，

ユ ニ
ー

ク さの ゆ え に ， 誰 に もす ん な りと受

け入 れ られ て きた わ けで は なか っ た 。 そ れ故 ， 古代教会以 来多くの 神学者が ヨ

ハ ネ黙示録 に対 して 懸念 を持 っ て きた こ とは 事実 で あ る 。

　 しか し同時 に
，

な お多 くの 人々 を魅 了 し続 けて きた こ と も忘 れ て は な らな い 。

例 えば
， あ る 人 た ち は ，

ヨ ハ ネ黙示 録 を通 して 世 界 （歴 史）の 終わ りの タ イ

ム ・テ
ー

ブ ル を読 み 取 ろ うと試み て きた 。 彼 らの 多くは
， 無批 判的 に 聖書 を解
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釈す る 人た ち （批判的聖書学 を受 け 入れ ず ， テ キス トの 本来 の 意味 を無 視す る

読 み 方をす る 人 た ち）で ある が ，
ヨ ハ ネ黙示 録か ら自分た ちの 時代 に対 す る 神

の 託宣を直接引き出そ うとす る 。 例 えば
， 彼 らは 「ヨ ハ ネ黙示録 に登場 する こ

の しる しは ，私 た ちの 時代 に起 きて い る こ の 出来事 を指 し示 して い る の だ」 と

考える 事 に よ っ て
，

一
対

一
対応 の 仕方で 自分 の 時代 （世界， 社 会） と黙示録 の

文学的象徴世界 を結びつ け ， そ れ に よ っ て 自分 の 時代 に 対す る神 の 奥義 を解読

し よ うとす る 。

　 しか し ヨ ハ ネ黙 示録 が魅 了して い る の は
，

こ れ らの 人 々 だ けで は ない
。 最 近

の ヨ ハ ネ黙 示録研 究 の 成果に 目 を通す と気づ くこ とだが
， 優 れ た最近 の ヨ ハ ネ

黙示 録研究 者の 幾人 か は
，

は っ きりと解放の 神学や フ ェ ミニ ス ト神学的な問題

意識 を持 っ て い る
。 そ して

， 自分の 研 究成果をそ の よ うな問題 意識 と結 び付 け ，

発展 させ よ うと試 みて い る （例えば
， R．　Bauckham

，
　B．　Blount

，
　C止L　Rowland

，
　E ．

SchUssler　Fiorenza ）
ω

。 す なわ ち
， 彼 ら に と っ て

，
ヨ ハ ネ黙 示録 は現代世界 ，

現代 社会 にお け る政治 的 ， 社 会的な解放を生 み 出 す た め の 大切 なヴ ィ ジ ョ ン を

与 えて くれる書物 なの で あ る。 確か に ヨ ハ ネ黙 示録は
，

ロ ー
マ 帝国 へ の批判的

メ ッ セ ー
ジ を含 ん で い る が ゆ えに

， そ こ か ら現代社会 （文化）へ の 批判 を読み

取 っ て い こ うとす る 神学的解釈 は
， 自然な成 り行 きなの か もしれ な い

。

黙示 （録）で あ り
， 預言 であ り

， 書簡であ る ヨ ハ ネ黙示録
（3＞

　今 日 ヨ ハ ネ黙 示録 を読 むため に 学 ば なけ れ ば な らな い こ とは 多 くあ る 。 こ こ

で は 時間 の 関係 上 ， 大 切 と思 わ れ る こ との
一

つ だ けを取 り上 げる 。 そ れ は ヨ ハ

ネ黙 示録 の も っ て い る 文学 類 型上 の 特徴で あ る 。 そ の 文学類型 を分 析す る と
，

ヨ ハ ネ黙 示録 は 黙 示 （録 ） と も ， 預 言 （書） とも
， また 書簡 と も考え られ る 。

こ の 複雑 な文学的特徴 は
， 実は私 た ちが ヨ ハ ネ黙 示 録 を正 し く理 解す る た め の

大切 な鍵 なの で あ る 。

　黙示 （録） と しての ヨ ハ ネ黙示録 ： ヨ ハ ネ黙示録は ， 新約聖 書に お い て 唯一

の 黙 示録で あ る 。 こ の 書物 は
， 「イ エ ス ・キ リス トの 黙 示 （ア ポ カ リュ プ シ ス ）」

と い う言 葉 で 始 まる （黙 1 ：1 ）。 そ れ ゆ え
，

こ の 書物 自体が 自ら を黙示 ， あ
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るい は黙示録 と見な して い る と考えて よい で あろ う。 黙示 （あ る い は黙示録）

とは何 か に つ い て
，

すで に多 くの 学者が 議論 して きた 。 そ の 長年の 成果 として

広 く受 け入 れ られ て い る黙示 （録）の 定義の
一

つ は次の ような もの で ある 。

　黙示 （録） とは 「物語の枠組 み を持 っ た ， 啓 示文学の 文学類型の
一

つ で あ る 。

そ こ に お い て 啓示 は 別世界の 存在者に よ っ て 仲介 され て 人 間で あ る受け手 に伝

え られ る。 それ に よ っ て 超越的な現実が 開示 され るの で あ るが
，

そ の 現実は終

末にお ける救い を描写する 限 りにおい て時 間的 な もの で あ り， もうひ とつ の 超

自然的 な世界 に か か わ る とい う限 りに お い て 空 間的 な もの で もあ る」 （John　J．

Collins）
（4）

。

　こ の定義 に照 ら して ヨ ハ ネ黙示録を見た場合 ，
ヨ ハ ネ黙示録は ほ とん ど問題

な く 「黙示録」 と して の 文 学類型 を もっ てい る と結論付 け られ るで あろ う。
ヨ

ハ ネ黙示録 は
，

その 異常なほ どに豊か なイメ
ー ジ

， 多くの 謎め い た象徴 を も っ

て
， 読み 手 をその 物語世界 へ ζ巻 き込み ， 別 の 超越的な現実 を開示する 。 読者

を現実世界か らもうひ とつ の 別 世界へ と連 れ て 行 っ て し まう，
こ の よ うな文学

的効果 に つ い て ， 多くの 人が 懸念を持つ こ とは当然か も しれ ない
。 例 えば

， 私

た ちは想像力を もっ て ヨ ハ ネ黙示録 を読 む こ とに よ り， 現実世界 を離 れ て
， 別

世界へ と逃避 して い る こ とに な らない か ？　そ の とき私た ちは現実世界 に思 い

を向けた として も ，
ど こか 遠い とこ ろ か ら眺め て い る よ うな こ とにな らない だ

ろ うか ？　 こ の よ うな懸念 は正 当で あ る
（5｝

。 さ らに
，

ヨ ハ ネ黙 示録 をは じめ
，

多くの 黙示文学は 決定論 的 な歴史観，
二 元論的な世界観 を含んで い る 。 決定づ

け られ た歴 史の タイ ム ・テ
ー ブ ル を読 み取 ろ うとす る試み は

， 黙示録自体が潜

在的に もっ て い る解釈の 可能性だ と言 え な くもない
。 また悲観的な世界観 をル

ー
ツ に もつ 二 元 論は ， 「内の 者 と外 の 者」， あ る い は 「味 方 と敵」 とい うよ うな

紋切 り型 の 世界観 を生 み 出す危険 を秘め て い る 。

　 しか し ， 黙 示録の 中心的 な （ある い は本 来的 な）関心事は ， 必ず し も別世界

へ の 逃避 を正 当化する もの で は な い
。 む しろ

，
A ・ヤ ー プ ロ ・コ リ ン ズ が 正 し

く指摘す る よ うに ， 黙示 録は 「現在の 地上 の 状況 を超 自然的 な世 界 と将 来の 光

の も とで解釈 し ， 神 の 権威に よ っ て 聴 く者た ちの 理解 と振舞い の 両 方 に 影響 を

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 119

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Tokyo Union Theological Seminary

NII-Electronic Library Service

Tokyo 　Unlon 　Theologloal 　Semlnary

及ぼ す こ とを意 図 して い る」 もの なの で あ る
（6＞

。
ヨ ハ ネ黙示 録の 場 合 は特 にそ

うで あ る
。

ヨ ハ ネ黙 示録が 現 在の 地上 の 状 況 に 中心 的関心 を持 っ て い る 事は
，

ヨ ハ ネ黙 示録が 旧約聖書 に遡 る預言的な伝統 に 自覚的 に立 っ て い る とい う事実

か ら も裏付 ける こ とが で きる で あ ろ う 。

　預言 と しての ヨ ハ ネ黙示 録 ：黙 1 ：3 か ら分か る よ うに
，

ヨ ハ ネは 自らの 書

物 を礼拝の 中で 朗読 され るべ き預 言 の 言葉 と して 理解 して い る （22 ：IO−2eも

参照 ）。
ヨ ハ ネはユ ダヤ 人キ リス ト教の預 言者 の

一
人 で あ っ た と思われ る 。 し

か しこ こ で 注 目 した い の は
， 自分の 任務が 旧約 の 預 言者の 伝統の 延長線 に あ る

とい うヨ ハ ネの 自覚で あ る
（の

。
ヨ ハ ネ黙示録 に は 旧約預言書の は っ き りと した

引 用 は ない けれ ど も， お びた だ しい 数 の 暗示 で 満ちて い る 。 興 味深 い こ とに ，

ヨ ハ ネは丁dδ∈ λ◎ ∈しとい う70人訳 に 多く見 られ る預言 の 導入句を好ん で 用い て

い る （黙 2 ：1 ，8 ， 12
，
18 ； 3 ：1

，
7

，
14）。 また黙 10 ：7 は旧約の 預 言者

た ち と ヨ ハ ネの 任務 との 結 び つ きを示 して い る し ， 続 く黙 10 ：8 − 11で は預 言

者 エ ゼ キ エ ル が ヨ ハ ネの モ デ ル とな っ て い る 。 さらに ヨ ハ ネの バ ビ ロ ン （＝ ロ

ー
マ ）に対 す る 託宣 は （黙 18 ：1 −19 ：10）， 旧約預言者た ちの バ ビ ロ ン お よび

テ ィ ロ ス へ の 託 宣 を思 い 起 こ させ る
（8｝

。
こ の よ うな ヨ ハ ネの 自覚は何 を意味す

る の で あ ろ うか ？　広 く認 め られ て い る よ うに ， 旧 約の 預言者た ちの 活動の 場

は
，

イス ラ エ ル とい う民族的世界で あ っ た
。 そ れ と比較す る と

， 確か に ヨ ハ ネ

黙 示録の 世 界は
， 空間的に は宇宙大 に拡 大 し， 時間的に は創造の は じめ か ら終

末の 終 わ りまで を見 渡せ る
， 超 越的 な世 界 で あ る 。 そ うい う意味 で は預 言的 と

い うよ り， 黙 示的 で ある 。 しか し
，

ヨ ハ ネが 明 らか に したい こ とは
， 世 界 ， 歴

史 に対す る神の 終末的 な 目的で ある 。 そ れ故 ， 神 も小羊で あ る キ リス トも 「ア

ル フ ァ で あ り， オ メ ガで あ る 方」， す なわ ち全世 界 ， 全 歴 史 の 主 と して 描か れ

る 。
ヨ ハ ネ黙示録 が読 者 に 求め る こ とは ，超 越的 な象徴世界 の 開示 に よ っ て こ

の 世界 ， 歴 史に 対 す る 神 の 目的 を知 り， それ に よ っ て 新 しい 視点 をも っ て 世界

と歴 史 を見直 し ， 新 しい 仕方 で 生 きは じめ る 事で あ る 。 こ れ は
， 預 言の 伝統 と

も結 び つ く特徴 だ と言 い うる の で は ない か 。

書簡 と して の ヨ ハ ネ黙 示録 ：こ こ で さ らに もう一
つ の 文学 類型的特徴 に 目を
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向けた い （1 ：4 − 6 ；2 − 3 章 ；22 ：21）。 それ は書簡 （手紙）として の 特徴で

あ る 。 言い 換 える と
， 黙示録 の 内容は具体的な宛先 に向けて 語 られ て い る とい

うこ とで あ る 。 確 か に黙 示録 の 中心 は
， 何 よ りも 4 ：1 − 22 ：9 の 幻の 部分で

ある 。 しか し 2 − 3 章に見 られ る七 つ の 教会に宛 て られ た 回覧書簡 として の 性

格 を過小 評価 して は ならない
。

ヨ ハ ネ黙 示録 は全 体 と して
，

エ フ ェ ソ ，
ス ミ ル

ナ ，
ペ ル ガモ ン ， テ ィ ア テ ィ ラ

， サ ル デ ィ ス
，

フ ィ ラ デ ル フ ィ ア
，

ラオ デ ィ キ

ァ とい う特定の 状況に向け られ た手紙 で ある 。 もちろ ん
， 七 とい う数字 を完全

数 と して 理解 し， そ こ か ら普遍 的な 意味合 い を読み 取る こ と も可 能で ある が ，

特定の 状況 の 中 を生 きる教会 に具体的 に 向け られ て い る とい う点 を見落 として

は な らない と思 う。
ヨ ハ ネ黙示録 の 書 か れ た 目的は ， 苦 しみ の 中 を生 きる教会 ，

キ リス ト者 を慰め
， 力づ ける た め で ある

，
と しば しば言われ る 。 それ 自体 は 正

しい
。 しか し ，

七 つ の 回覧書簡の 中 に見 られ る よ うな ， 教会 の 姿勢 を批判 し，

悔い 改め を迫る発言 も また非常 に重要で あ る 。 黙示録が 語 っ て い るの は
，

一
般

的な世界論 ， 歴 史論 で はな く，
キ リス ト者が生 きる特定の 状況，

そ して その 中

で 信仰共同体が どの ように 生 きて い くか で あ る 。 そ こ で 教会に勧告 される最 も

大切 なメ ッ セ
ー

ジ は
，

「苦 しみ の 中 を歩む教会が 十字架 に よ っ て 死 なれ た イエ

ス の 証 しに忠実で あり続ける こ とに よ り， 勝利者 となれ 」 とい うこ とで ある 。

黙示録の中心的メ ッ セ ー ジ

　すで に確認 して きた よ うに
， 黙示録は

， 超越的世界を開示 して くれ る黙 示的

書物で あ る 。
ヨ ハ ネは 4 章 に お い て 天 が 開け ， 玉座 に座 っ て い る神 を見 る 。 さ

らに 5 章で は屠 られた よ うな小 羊が 世界の 支配 者 と して即 位 され る の を見 る 。

こ の よ うな超越 的 な側面 が 強調 され る こ とに よ っ て ， 当然の こ となが ら イエ ス

の 神性 も際立 っ た 仕方で 強調 され る 。 世界 の 創造主 で あ り， 支配者で あ る唯
一

の 神 と小羊イエ ス とが は っ き りと同
一
視 され る 。 神 と小羊 の 密接 なむす び つ き

に つ い て
， 黙 5 ：13 ；7 ：9 −10 ；14 ：4 ；21 ：22 ；22 ：1 − 5 を参照せ よ 。 また

興味 深い 事 に ， 黙示 録 に お い て イエ ス は神の よ うに明確 に礼拝の 対象 とな る
（8）

。

しか し，
こ の よ うなキ リス ト論 の 超越的 な側面 の 強調 は

，
イエ ス の 歴 史性 と分
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離で きな い 仕方で結 びつ い て い る 。 例 えば
，

天 にお ける小羊 の （歴 史の 主 と し

て の ）即位が イ エ ス の 死 を通 して実現 され た現 実で ある 事を見落 と して は な ら

ない
。 イエ ス の 死 は

，
サ タ ン の 力 に対す る 敗北 で は な く，

む しろ 勝利で あ る 。

十字架の 死 とい う歴 史的出来事 に お い て小羊 イ エ ス は勝利 をお さめ
， 天 に お い

て 歴史の 主 として 即位 され る 。 こ れに よ っ て 世界 の 歴史は新 しい 局面 をむ か え

だ 1 
。 こ の よ うな驚くべ き事実を啓 示 され た教 会は

， そ の 黙 示に 基づ く豊 か な

信仰 の 想像力 を もっ て
， 世界 ，

歴 史を見直 し （例 えば
，

ロ ー
マ 権力の 欺瞞 を暴

露す る ）， そ こ に お ける戦 い に 参加 して い くこ とが 求め られ て い る 。 そ の 戦 い

は 武力 に よ る もの で は な く，小 羊 の 血 に よる 戦い
， す な わ ち イ エ ス の 証 しに忠

実 で あ り続 ける 戦 い で あ る 。

（なかの 　み 0）る）

〔注〕

（1 ） 本稿は2003年 1 月 7 〜 9 日 に行 われ た 第34回教 職セ ミ ナ ー （主題 ：教会 と現

　　代杜会）に お い て 口頭で発表 した もの に 基づ い て い る 。

（2 ） 例 えば
，
R ・ボ ウ カ ム 『ヨ ハ ネ黙 示録 の 神 学 』飯郷， 小 河訳 （新教 出版 社 ，

　　2001年） （以 下 『神学』 と略す）；Richard　Ballckham
，
　Thε α 乞  （〜ブProphecy ：

　　St？tdt θs　on 　the　Book （〜f　Re’velation （Edinburgh ：T＆T　CIark
，
1993）； ブ ラ イア

　　ン ・K ・プ ラ ン ト 「今 日黙示録を読む ：積極 的抵抗 と しての 　iE］伊東訳 『日本版

　　イ ン タ ー プ リテ
ー

シ ョ ン 』60号 （2001 年 5 月） 100 −126頁 ；Christopher　C．

　　Rowland
，

“

The 　Book 　of　Revelation
，

”
in　ed ，　Leander 　E ．　Keck

，
　Th．e　New

　　Interpreter ’

s　Bible　（VoL　XIIi　NashVille； Ab 血gdon　Press
，
1998）；pp．501 −743；

　　E正izabeth　SchUssler　Fiorenza
，
　Revelation！ Vision （〜ブα 」包5苫 Wc）rld 　（Edinburgh ；

　　T ＆T　Clark
，
1991 ） を参照 。

（3 ） 黙示 で あ り， 預 言で あ り，書簡で ある とい うヨ ハ ネ黙示録 の 文学類型 の 特徴 に

　　
つ い て ， David　E ，　Aune ，

　Revetαtion　1 −5 （WBC52A ；Dallas： Word 　Books
，
1997），

　　pp ．　lxx−xc
，

お よ び ボ ウ カ ム 『神学』3 −23頁 を参照 。

（4 ）　John　J．　Collins，　The　Apoc α lgyptic　imagin α ttOn ： An 　Jntrod2tction 　to　Jewish

　 Apoc α typtic　Literα tttre　（Second　Edition；Grand　Rapids：Eerdmans
，
　i　998）， pp ．4−5 。

（5 ） こ の 関連 で ， 大貫 隆 「終 わ りか ら今 を生 きる ：姿勢 と して の 終 末論』 （教文館 ，

　　1999年）が 興味深 い 。
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今 日ヨ ハ ネ黙示録 を読む ため に

（6 ）　Adela　YarbrQ　Collns
，
　Cosmotogy α nd 　Eschatotogy 伽 」6ω おん αnd 　Christtan

　　Apoc α lgpticism　（Leiden：Br皿
，
1996），

　p．7。

（7 ） この 点を高 く評価す る の が ボ ウ カム で ある 。 ボ ウ カ ム 『神 学』 5 − 8 頁参照 。

（8 ） 前項書， 7 − 8 頁 。

（9 ） 唯
一 神信仰 とキ リス ト信仰 との 関係 に つ い て

，
Richard 　Bauckham

，
（｝od

　　Cruczfied！ Momothetsm αnd 　ChrtStology　in　thθ New 　Testαment （Grand　Rapids；

　　Eerdmans
，
1998 ），

お よび 　Larry　W ．　HurtadQ
，
　One （｝od ，　One　Lord ： 、

PJαrly

　　（］hristian 」Devotion αnd 　Ancient　Jewish　Monoth θism 　（Second　Edition；

　　Edjnburgh：T＆T　CIark
，
1998） を参照 。

（10）　佐竹明 『ヨ ハ ネ黙示録』下 （新教出版社 ，
1989年）752頁 。
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